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“イクボス”ってなに？
職場で共に働く部下・スタッフのワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の両立）を考え
その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と
私生活を楽しむことができる上司（経営者・管理職）のこと!

子育てに優しい廿日市！
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廿日市に「イクボス」の輪を広げよう！

2023年2月、まちの駅ADOA大野で、商工会会長3人による「イクボス宣言」署名式が実施されました。
「仕事と生活を両立しやすい地域をつくるために、自分たちができること」をテーマに、活発な意見交換を行いました。

̶̶昨年10月に施行された「産後パパ
育休」は、男性の育児参画の起爆剤にな
ると期待されています。 松本さんの会社で
は、既に取得した人がいるそうですね。
松本　昨年秋に弊社初のケースとして、
乗船員の2人が1カ月ずつ「産後パパ育
休」を取りました。 産後間もない奥さんを
気遣い、沐浴やおむつ替えなどを分担す
るうちに、親になった自覚が生まれたそうで
す。私も改めて、育休の意義を感じました。
吉本 実施にあたって、管理職として大変
なことはありましたか。
松本   取得時期の調整に気をもみました。
2人の出産予定日が同時期だったのです
が、わが社の場合、2人同時に育休を取っ
てもらえるほど人員に余裕がありません。
話し合いを重ね、取得時期をずらしてもら
うことができて安堵しました。
吉本　周囲の従業員さんの反応はどうで
したか？
松本　全員が快く協力してくれました。実

を言えば、コロナ禍を一致団結して乗り切
った経験がプラスに働きました。 従業員や
家族の感染で、急に1週間以上休業する
人が続出し、シフトを調整して船を運行し
た時期があったんです。  誰もが「明日は自
分が感染するかも」という厳しい状況を経
て、休んだ人をカバーするのは「お互いさ
ま」になりました。 育休は事前に予定が分
かり、本人も周囲も準備ができるので、シフ
ト調整はスムーズにできました。
吉本　まさに「災い転じて福となす」。そう
いう温かい「お互いさま」の気持ちが、社
会全体に広がるといいですね。

̶̶武田さんと山田さんは、経営者として
も、子育て・孫育てにおいても、私たちの
先輩です。お二人のワーク・ライフ・バラン
スについて教えてください。
武田　私は自営業なので、ある程度柔軟
な働き方ができます。 家族と協力して、子
どもの送り迎えなど、できる限りのことをして

きたつもりです。
山田　私も武田さんと同じです。仕事も子
育ても地元密着で、学校の保護者会はも
ちろん、地域の活動にも積極的に参加し
てきました。 自営業だと、比較的自由に時
間が調整できますからね。
吉本　ずいぶん前から「イクボス」を体現
してきたのですね。 お二人のように、男性
も育児や介護、地域活動に参加するのが
当たり前になれば、女性が活躍しやすい
社会になると思います。
武田　ひと昔前は長時間労働が当然で
したが、今は週休2日、定時退社が基本で
す。しかし「時間内に仕事が終わらず、困っ
ている」という話も聞きます。 成果主義が
強まり、体は楽になっても、精神的な負担
は増えているかもしれません。
山田　サラリーマンでも子どもの学校行
事に参加しやすくなったのは、とてもいいこ
とだと思います。 ただ、休暇や定時退社と
いった権利と、「結果を出す」という義務
は表裏一体。経営者としては、事業が立ち
行かなくなり、働く場がなくなっては本末転

倒だと考えています。
松本　確かにそうです。 経営者は働きや
すい環境を整備し続け、従業員は仲間と
協力して業務の遂行に全力を尽くす。
そんな双方向の取組が不可欠です。
吉本　業務の効率化は働き方改革の柱。
デジタル技術も活用しながら「誰かが休
んでも事業が継続できる」「限られた時間
の中で十二分な成果が出せる」そんな働
き方を、経営者・管理職が率先していかな
くてはいけませんね。

̶ 「̶イクボス宣言」は、企業の採用活動
にもプラスに働くといわれます。 松本さん
はどう考えていますか。
松本　「働きやすい職場」だとアピールで
きるので、新卒・中途採用の両方で良い
効果を期待しています。
武田　私は「イクボス宣言」で、地域活性
化にも貢献できるのではないかと思ってい
ます。過疎化が進む佐伯地区に、Uターン、

Ｉターンを呼び込むには、行政の取組だけ
でなく、民間の力も必要。 子育てや介護
に加え、ボランティアや生涯学習などにも
理解がある、「イクボス」が多い地域なら
移住・定住もしやすいのではないでしょう
か。
山田　「イクボス宣言」は各自の事業や
地域の発展に役立つことですから、私も
商工会の仲間に勧めたいと思います。
「イクボス」という言葉は新しいですが、要
は「思いやり」です。 子どもや孫に接する
時と同じように、ビジネスでも「思いやり」
を大切にしたいですね。
吉本　私は保育の現場で「子どもが急病
になっても仕事が休めない」という保護者
を見てきました。 家族だけでなく、企業ぐる
み、そして地域全体で子育てをするような
環境を、皆さんと一緒につくっていきたい
と思います。 「廿日市は住みやすい街」と
実感できるよう、オール廿日市で「イクボス
の輪」を広げましょう。
よろしくお願いします。

「お互いさま」の気持ちが大事

業務の効率化も不可欠

オール廿日市で盛り上げる

廿日市商工会議所では、会員事業所の人材確保支援に
積極的に取り組んでいます。地方の中小企業にとって人
材不足は大きな課題となっています。新規雇用の各種
支援と合わせて、定着率の向上も重要な課題と位置づ
けています。そのためには、働きやすい職場づくりが肝
要であり、イクボス活動はそのひとつです。まずは私た
ち経営者が多様な価値観を持ち、従業員に気持ちよく
働いてもらえる環境を整えることが定着率の向上に繋
がります。
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子育て世代に選ばれるまちを目指す本市において、新
たに佐伯、大野、宮島の各商工会の会長が同時期にイ
クボス宣言されたことを、大変喜ばしく思います。
働く誰もが、仕事も暮らしも充実したライフスタイルを
実現するためには、企業経営者や管理職がイクボスと
なり率先垂範することが重要です。私も令和３年３月に
職員が生き生きと活躍できる職場を実現するとともに
自らが率先して、充実した仕事をすると同時に家族との
時間も大切にする「イクボス」になることを宣言しまし
た。少子高齢化や人口減少が加速化する現代社会にお
いて、人材の確保や社員の離職が企業にとって大きな
課題となっています。
また、共働きや介護、自身の疾病等により働く時間に制
約のある従業員が増加することに併せ、短時間勤務や
在宅勤務など働き方も多様化しています。仕事と家庭
の両立が可能な就労環境は、こうした現状の克服に繋
がるものと考えます。
「はつかいち」が住みたいまち、働きたいまちとして選
ばれるよう、この度のイクボス宣言を契機に市内の企業
経営者にイクボスの輪が広がり、ワーク・ライフ・バラン
スの取組がより一層推進されることを期待しています。


